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１ 街づくりビジョンの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈開発整備の基本的考え方〉 Ｐ6 

（ １ ）  環境と共生した魅力的な複合市街地を象徴する“みどり”豊かな空間の創出 

（ ２ ）  地域コミュニティ活動の充実のための拠点形成 

（ ３ ）  都市の活力・活性化に資する駅直結の複合拠点の形成 

環境と共生した魅力的な複合市街地の形成を 

誘導するプロジェクトとしての役割・期待  Ｐ5 

１ 環境と共生した魅力的な複合市街地を象徴する“みどり”豊かな空間の創出

２ 地域コミュニティ実現のための拠点形成 

３ 都市の活力・活性化に資する複合拠点の形成 

田町駅東口北地区周辺のまちづくりの方向性 Ｐ5 

芝浦地区の位置づけ Ｐ3 

・水辺や緑を感じられる環境と

共生した魅力的な複合市街地

・環境モデル都市 

・職住近接の複合市街地 

・運河ルネッサンス推進地区等

田町駅東口北地区周辺の 

課題 Ｐ4 

・駅周辺に歩行者が集中 

・橋梁の老朽化 

・日常的な憩いの場の不足 

・樹木が少ない地区 

・人口増加への対応 

芝浦地区の特色 Ｐ3 

・運河を活かしたイベントで 

「水辺と人との新しい関係」を

提案 

・新たな商店街イメージの創出と

交流の拠点づくり 

■新たな都市の拠点・くらしの拠点のまちづくり 

～歩いて暮らせるまちづくりの推進～ 

■環境にやさしいまちづくり 

～運河などの環境資源をいかした地域ぐるみの取り組み～

■安全と安心のまちづくり 

～地域力の集結による安全・安心なまちの実現～ 

■芝浦ならではの特色あるまちづくり 

～運河と水辺空間を活かした都市文化を育むまちへの再編～

〈田町駅東口北地区〉

※この街づくりビジョンにおいて、芝浦地区とは芝浦小学校通学区域としています。



２ 背景と目的 

 

芝浦・海岸地域では、近年芝浦アイランドをはじめとする大規模なマンションの建設が相次ぎ、平成１

２年時点で約 8,500 人であった人口は平成１９年５月現在約 15,800 人と大幅に増加しており、今後も

さらなる増加が見込まれています。田町駅は芝浦地区の重要な交通拠点の一つであり、人口増を背景に利

用者が増加しており、さらに駅近傍には建て替え時期を迎えつつある区有施設や民間用地の開発計画があ

り、まちづくりにおける課題に早急に取り組む必要があります。 

そこで、田町駅東口北地区周辺における土地利用の現状を把握し、まちづくりにおける課題を抽出する

ため基礎調査を行いました。 

これらの調査結果を踏まえ、まちづくりの方向性と公共公益施設の整備を含む田町駅東口北地区の開発

整備のあり方を示すとともに、民間開発を公共公益施設整備と整合性のあるまちづくりへと誘導するため、

田町駅東口北地区における概ね 20 年後を目標とした街のあるべき姿(ビジョン)を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 歴史的背景 

 

行楽の地 

江戸時代、現在の JR 東海道新 

幹線軌道敷以南は遠浅の海で砂浜 

を有し、お月見、潮干狩り等の行 

楽の場でした。 

 

 

海運の要衝地  

明治維新後は、海運の重要性が増 

し、港の整備が急務とされました。 

芝浦地区は築港工事が行われ、昭和 

7 年には芝浦ふ頭が完成し、昭和 9 

年頃には現在の姿がほぼできあがり 

ました。 

 

花柳地と工場の町 

日の出ふ頭に貨物岸壁ができ、工 

  場が立地してくると同時に、芝浦一 

  丁目に料理店、茶店が立地するよう 

  になり、芝浦は「花柳地と工場の町」 

として栄えました。 

京浜工業地帯の発展にともない、 

  梁瀬自動車、東京ガス、沖電気、 

  東京鉄骨橋梁等が操業しました。 

日本初の南極探検隊が出航、イン 

  ドから贈られた象のインディラが上 

  陸するなど、竹芝、日の出、芝浦の 

  ふ頭は第二次世界大戦後まで東京湾 

  の中心的な港湾施設として利用され 

  ていました。 

 

近年の土地利用転換 

 昭和 30 年から昭和 40 年にかけ 

て工業系施設が増加し、住宅、宿舎 

等の共同住宅も増えました。 

昭和 50 年以降は、工場が減少し、 

跡地の土地利用転換等により業務・ 

住宅施設の建設が進んでいます。 

特に平成 3 年以降は民間マンショ 

ンの立地が顕著になっています。  

田町駅 

芝浦港南地区総合支所 

男女平等参画センター 

消費者センター 

芝浦公園 

芝浦幼稚園 芝浦小学校 

港区スポーツセンター 

嘉永 3（1850）年頃

昭和 16（1941）年頃

大正 3（1914）年頃 芝浦水泳所

昭和 16（1941）年頃の港の様子

東京瓦斯芝製作所（昭和 11 年） 南極探検隊記念碑 

（埠頭公園）

現在の芝浦地区 



４ 芝浦地区の位置づけ 

 

まちづくりに関する上位・関連計画のうち、芝浦地区に関する記載のある計画は以下のとおりです。 

 

○港区まちづくりマスタープラン（平成 19 年 4 月） 港区 

芝浦港南周辺地区のまちづくりの基本的な考え方は、水辺や緑を感じられる、環境と共生した魅力的な複合

市街地の形成 

○港区交通バリアフリー構想（平成 19 年 4 月） 港区 

・交通結節点や公共公益施設等を中心とするバリアフリー空間の形成 

・水辺空間のバリアフリー化による生活の豊かさ・利便性の向上 

○港区土地活用方針（平成 19 年 3 月） 港区 

〈主な課題〉 

・今後の人口増加に対応した生活利便施設の整備 

・魅力ある生活環境の形成 

・医療や福祉機能、文化機能などの充実 

・子育て環境の充実 

・環境と共生したまちづくりの推進 

〈活用の方向性〉 

・若年世代の人口増加に対応する幼稚園・小中学校の整備のための活用 

・新しい街の都市基盤整備に寄与するための活用 

○港にぎわい公園づくり基本方針（平成 18 年 9 月） 港区 

 ・埠頭地区の公園等や運河沿いの緑地を活かした水と緑豊かな空間の形成 

 ・芝浦公園と本芝公園の連携をはじめ、マンション急増に伴う人口増に着実に対応した整備 

○第 2 次港区住宅基本計画（平成 14 年 3 月） 港区 

 芝浦・港南周辺エリアは“定住開発エリア”として位置づけ 

○港区防災街づくり指針（平成 13 年 1 月） 港区 

 芝浦・港南・海岸二、三丁目は広域防災エリアに位置づけ 

○港区緑と水の総合計画（平成 11 年 3 月） 港区 

 ・緑の拠点・公園の充実、海辺の緑と水の整備促進 

 ・美しい並木と街の広場づくり 

 ・公共施設の緑化の推進 

 ・民有地緑化の推進 

・運河の緑と水の整備促進、緑と歴史の散歩道の整備 

○港区景観マスタープラン（平成９年３月） 港区 

 ・芝浦公園などは運河とあわせて水の拠点づくりとして保全・整備 

 ・田町駅周辺は地域の顔として、街の中心づくりを推進 

 ・田町駅東口北地区は開発の中で良好な景観形成 

 ・商業・業務・都市型住宅が調和したヒューマンスケールの景観形成 

○都市再生総合整備事業 品川周辺地域都市・居住環境整備基本計画（平成 18 年 9 月） 東京都 

品川周辺地域（約 630ha）は、都市・居住環境整備重点地域に位置づけられ、環境モデル都市づくり、千

客万来の都市づくり、東京サウスゲートの形成に向けたまちづくりを推進 

○運河ルネッサンス（平成 17 年 3 月） 東京都 

 新芝運河の一部を含む区域は、運河ルネッサンス推進地区に位置づけられている 

○東京の新しい都市づくりビジョン（平成 13 年 10 月） 東京都 

 田町・芝浦の将来像は、業・商・住の複合開発を進め、職住近接の複合市街地を形成 

○東京構想２０００（平成 12 年 12 月） 東京都 

 「環状メガロポリス構造」のセンター・コア・エリアに位置 

 

 

５ 芝浦地区の特色 

 

芝浦地区は、従来から地域住民による地区の魅力を高める活動が活発に行われています。これら芝浦地区の特

色を活かす各種活動を踏まえ、まちづくりを進めていきます。 

 

１ 運河ルネッサンス 

東京都港湾局は、かつての運河のにぎわいを復活 

させ、｢水の都・東京｣の創造を図る「運河ルネッサ 

ンス」に取組んでおり、芝浦地区はその推進地区に 

位置づけられています。 

「芝浦」の町おこし及び「運河ルネッサンス」の 

取り組みの一環として、芝浦運河まつり実行委員会 

をはじめ町の関係団体が「芝浦運河まつり」を開催 

しています。運河クルーズ、町会対抗ボートレース、 

運河沿い遊歩道でのフリーマーケットなど、運河を 

活かしたイベントで「水辺と人との新しい関係」を 

提案しています。「芝浦を東洋のベニスに」を合い言 

葉に、住民の小さな取り組みが「水の都 東京」の 

復活の原点となり、運河に活気が広がることで、人 

に、街に、うるおいを与え続けていきます。 

 

２ 新たな商店街イメージの創出と交流の拠点 

づくり 

田町駅東口から芝浦アイランドまでのなぎさ通り 

と、これと直角に交わる形で新芝運河に沿った南側 

に商業集積があり、芝浦商店会が結成されています。 

芝浦商店会の加盟店舗１０８店中、飲食店が４５% 

を占めており、在勤者を対象とする店が多い傾向が 

見られます。また、地域においては、今後、在住者 

の大幅な増加が予想されます。 

芝浦商店街変身戦略プログラム基礎調査（平成 

18 年３月：芝浦商店街変身計画策定協議会）では、 

街を訪れる人の要望の第 1 位は「おしゃれな店がほ 

しい」であり、在住者では「衣料・雑貨関係の店が 

ほしい」が第 1 位となっています。また、地域のマ 

イナスイメージとして、運河の汚れ、殺風景、アン 

バランスなどがあげられています。 

今後は、生活利便施設の誘致を含めた新たなイメ 

ージを創出するような商店街づくりや、在住・在勤 

者の交流の場となるような機能の整備などが必要 

です。 

 

芝浦運河まつりの様子 運河クルーズ 

芝浦運河まつりの様子 フリーマーケット 

芝浦商店街変身計画： 

なぎさ通りでの桜の植樹イメージ



６ 田町駅東口北地区周辺の課題 

 

大規模集合住宅の建設が集中していることにより、芝浦・海岸地域の人口は、大幅な伸びを示しており、こ

の傾向は今後も続くと考えられます。芝浦小学校の児童数も平成１７年で 332 人であったのが、平成１９年

6 月現在で 431 人と増加しています。 

このような中で、田町駅東口北地区周辺では以下のような課題が浮上してきています。 

１ 歩行者動線、交通の整備 

①道路（自動車） 

・駅前南側グランパーク前は地区計画において既に幅員２０ｍに拡幅されています。田町駅東口北地区に

おいても東側道路は土地利用の更新の際、幅員２０ｍ以上の道路整備が必要です。 

・自動車交通が集中する交差点は藻塩橋交差点、八千代橋交差点です。 

②道路（歩行者） 

・駅周辺には企業用シャトルバスの発着場が集中しており、利用者の乗降が多く見られます。 

・特に朝の通勤時間帯では駅周辺に歩行者が集中しており、歩行者の錯綜が見られます。 

・人口増加に伴う歩道等の容量の検討が必要です。 

③橋梁 

・鹿島橋、香取橋、霞橋付近では、橋梁の老朽化や運河沿緑地（遊歩道）の連続化が課題です。 

・新芝橋をはじめ駅周辺の各橋梁周辺では、朝の通勤時間帯において、歩行者が多く容易にすれ違うこと

ができません。 

２ 公園整備、緑化推進 

緑や住民が憩い安らげる公共空間が不足していることから、運河などの水辺との連携を図るとともに、緑

の拠点となる公園や広場の充実を図り、地域の良好な環境形成を図る必要があります。 

・芝浦地区では公園・児童遊園は 5 箇所と少なく、日常的な憩いの場が不足しています。 

・芝浦・海岸地域の公園現況は、一人当たり 3.7 ㎡の公園面積（港にぎわい公園づくり基本方針による）

で、区の公園目標区民一人当たりの７㎡に及びません。 

・運河沿緑地は多くありますが、幅が狭いため、区民が憩え、軽スポーツや運動のできる緑豊かなまとま

った広場のある公園は少ないといえます。 

・平成 19 年第 7 次みどりの実態調査によると芝浦地区は「水面が多いためオープンスペース率は区の平

均であるが、緑被率やその他の項目では区内でも比較的低い値の地域となっている」と指摘されていま

す。 

３ 新しいコミュニティづくりの拠点となる場の整備 

芝浦・海岸地域は、現状において各種地域活動が活発に行われており、元来コミュニティの基盤が強固

といえますが、この中に数千人規模の新たな地域住民が、短期間の間に加わる状況となります。 

これまでに培われてきた地域のコミュニティを持続するとともに、新しい住民の方々とのコミュニティ

形成が重要な課題となっており、コミュニティづくりの拠点となる場の整備が不可欠です。 

４ 公共公益施設の整備 

田町駅東口北地区の各公共施設は築後３０年を超える施設を中心として、改築が課題となっています。 

現在、当該地区で運営されている芝浦港南地区総合支所、スポーツセンター、男女平等参画センター、

消費者センターなどの区民サービス施設は、駅に近いことによる利便性が高く、また、現地において長く

親しまれていることから、当該地区内において再整備し、より一層の機能の充実を図ることが望まれます。 

また、駅利用者の増加及び芝浦・海岸地域の急激な人口増加により、駅周辺は、さらなる混雑が予想さ

れ、通学・通園上の児童・園児の安全確保の必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日出勤時の 

歩行者交通の集中

自動車交通が集中する交差点 

歩行者交通が集中するポイント 

快適な歩行者空間の不足 

軽スポーツや運動のできる 

緑豊かなまとまった広場のある 

公園が少ない 

緑被率が区内でも比較的低い地域であり、

樹木が少ない 

日常的に住民が憩い安らげる 

公共空間等の場が不足 

道路幅が概ね 18ｍの区間 

橋梁の老朽化や 

運河沿緑地の連続化が課題 



７ 田町駅東口北地区周辺のまちづくりの方向性と役割・期待

 

まちづくりに関する上位・関連計画との整合を図りつつ、港区まちづくり

マスタープランにある芝浦港南周辺地区の「水辺や緑を感じられる環境と

共生した魅力的な複合市街地の形成」に向けて、田町駅東口北地区周辺は

以下のまちづくりを進めます。 

 

 

 

・職・住・学・遊が融合した計画的な複合市街地の形成 

・駅周辺には食料品・日用品店などの生活利便施設や医療施設などの機

能の充実 

 ・公共交通を中心とした、地区のアクセス向上、駅周辺のバリアフリー

化、歩行者ネットワークの形成 

・子どもの活動と交流の場を整備するなど、区有施設の住民需要への対   

 応 

・スポーツ施設を核とした健康づくりのための環境整備 

・賑わいのあるシンボルストリート（なぎさ通り）の形成 
 

 

 

 

・区有施設の緑化や民有地の屋上・壁面緑化などによる芝浦地区におけ

る緑の不足解消 

・橋梁により分断された緑地の連続化 

・運河の涼風の流れを妨げない都市空間の実現 

・大規模土地利用転換用地の一体的かつ総合的な取り組み 

 

 

 

 

・防犯パトロールや防災訓練など参加型の取り組みによる地域コミュニ

ティの連帯感の醸成 

・駐車場・駐輪場を設置するとともに、地域と連携して違法駐車・駐輪

対策を推進 

・区有施設の防災拠点としての活用、橋梁の架替え・補強などの整備 

・護岸の耐震化など水際での防災性の向上 

・周囲からの見通しの確保・夜間の暗さの解消など防犯対策を推進 

 

 

 

 

・運河に沿った親水プロムナード整備による回遊性の向上 

・文化性やシンボル性が感じられる施設づくり 

・お祭りなどのイベントを通じて、運河と水辺空間を舞台とした多様な

交流の促進 

・港区ベイエリアの都市観光の展開、歴史的資源をめぐるまち歩き観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

まちづくりの方向性から導かれる、田町駅東口北地区の環境と共生した魅

力的な複合市街地の形成を誘導するプロジェクトとしての役割・期待は以

下のとおりです。 

 

１ 田町駅周辺の快適な歩行者ネットワークの構築 

・後背地の工場、倉庫等を中心とした大規模跡地の住宅への土地利用転

換の進行や、計画地区の大型オフィスの導入に対応できるように交通

結節機能の整備が求められています。 

・田町駅の歩行者アクセスの分散処理、公園・運河・広場等のネットワ

ーク化などの課題に対応するため、歩行者ネットワークの形成や駅周

辺のバリアフリー化が求められています。 

・当該地区では、公共公益施設、商業施設等の大量に自転車等の駐車需

要を生じさせる施設の設置が想定されるため、駐輪場の設置が求めら

れています。 

 

２ 新しいコミュニティの拠点となる公共公益施設の整備 

・公共公益施設は、支所改革による総合支所の権限・責任の強化や、耐

震安全性の確保、芝浦地区における緑の不足解消、医療機能の充実、 

後背地の土地利用転換に伴う人口の増加等の課題に対応できるような

機能更新が求められています。 

・区民と行政の良好な協働関係の構築や新旧住民の相互交流の促進、ま

とまった緑の確保が図られるよう、公共公益施設の一体的な整備が期

待されています。 

 

３ 駅前の大規模敷地における複合機能の集積 

・地区の土地利用転換にあたっては、業務、商業、文化・交流等の複合

機能の集積にともなう、地域の生活サービスの向上が期待されていま

す。 

・駅前における公共公益施設、商業施設等の大量に駐車需要を生じさせ

る施設の配置に伴い、駐輪場の設置が求められています。 

・大規模な複合施設のエネルギー利用は、一体的かつ総合的な環境への

取り組みが求められています。 

 

４ 新たなイメージを創出する駅前の顔づくり 

・東口駅前広場は交通結節点としての役割のほか、芝浦地区の顔・玄関

口となる交流拠点として、さらに、災害時の避難や救出・救助活動の

場の確保など防災面での役割が期待されています。 

・駅前広場の役割の一層の強化に向けて、商店街ではシンボルストリー

ト／なぎさ通りの街並みの形成や、地域の防災性向上の観点から、機

能更新が求められています。 

 

港区まちづくりマスタープランより 

■新たな都市の拠点・くらしの拠点のまちづくり 

～歩いて暮らせるまちづくりの推進～ 

■環境にやさしいまちづくり 

～運河などの環境資源をいかした地域ぐるみの取り組み～ 

■安全と安心のまちづくり 

～地域力の集結による安全・安心なまちの実現～ 

■芝浦ならではの特色あるまちづくり 

～運河と水辺空間を活かした都市文化を育むまちへの再編～ 

田町駅東口北地区 

まちづくりの方針図



８ 田町駅東口北地区の開発整備の基本的考え方 

 

田町駅東口北地区は、環境と共生した魅力的な複合市街地の形成を誘導するプロジェクトとして、以下のと

おり開発整備を進めます。 

 

 

【緑豊かなオープンスペースの創出】 

 

都市の環境への取り組みは、ヒートアイランド対策などにより、環境負荷の低減を図りつつ、居住者・

就業者・来街者の生活の質を高めるため、良好なコミュニティの形成や地域の防災性の向上、うるおいが

感じられる景観の形成を図るなど、総合的な取り組みが重要です。 

街区／地域レベルでの生活環境の快適性の向上と環境負荷の低減の両立の実現に向けて、緑とオープン

スペースが地域の憩いの場としての中核施設となるよう整備します。 

緑豊かな歩行者空間とする緑陰モールの整備のほか、敷地内の緑化を始め、建物の屋上・壁面緑化を進

め、“みどり”豊かな環境を創出します。舗装面は、保水性の高い材料を選択します。 

環境負荷の低減のため、未利用エネルギーの活用や複数の建物での効率的なエネルギー利用に取り組み

ます。 

＜具体的方策＞ 

＊ 近隣公園に相当する規模の緑豊かなオープンスペースを創出 

＊ 地区のみどり率の目標値は 40％ 

＊ 護岸の耐震化にあわせた親水空間のネットワーク化 

＊ 風の道の確保 

 

 

 

２．地域コミュニティ活動の充実のための拠点形成 

 

【公共公益施設の一体的な整備】 

 

地域の公共サービスは、人口増加に対応した量的充足だけでなく、社会経済情勢や一人ひとりの価値

観・ライフスタイルの変化にともない、多様化・高度化するニーズにも対応できる質的充足の取り組みが

重要となります。 

これら多様化するニーズに対しては、地域のさまざまな課題を自らが解決しようと活動するコミュニテ

ィの実現とともに、質の高い行政サービスを形成する必要があります。総合支所およびスポーツセンター

などの公共公益施設は、一体的な整備を図り、地域コミュニティ活動の活性化のための拠点（区民協働の

拠点）を形成します。 

区民協働の拠点は、｢情報交流の場｣「地域活動団体の活動(打合せ・作業)の場｣として機能の拡充を図

る総合支所を中心に構成し、区民・事業者・関係団体・行政が地域の生活や日々のくらしを見直し、自ら 

が新たな地域像を描く契機となるような施設づくりを進めます。 

なお、施設整備にあたっては、防災機能の強化、見通しや夜間の明るさを確保、身体の障害・年齢や性

別に関わらず、すべての人にとって使いやすく人にやさしい施設となるよう配慮します。 

 

 

 

 

 

また、くらしの拠点ゾーンへのアプローチとなる、緑豊かな歩行者空間（緑陰モール）を設け、駅、商

店街、水辺のプロムナードをつなぐ日々の暮らしのための安全で快適な歩行者動線とします。 

＜具体的方策＞ 

＊ 区民協働の拠点の中核となる総合支所の活動拠点機能の拡充 

＊ 生涯スポーツ社会の実現に向けた、拠点施設の確保 

＊ オープンスペースや公園のネットワーク化により、日々の暮らしの安全で快適な緑陰モールの創出と

維持 

＊ 公共空間と一体となった、地域住民や来街者が自由に利用可能な共有空間の創出と維持 

 

 

 

【複合拠点形成と歩行者ネットワークの構築】 

 

田町駅東口北地区は、広域アクセス性に優れ、都心や他の中核拠点とも緊密に連携する地域にあり、都

市構造上、重要な場所にあります。 

また、企業の本社や、大学などの高等教育機能が集積する地域にあり、創造的で活力あふれる新しい経

済・産業活動の拠点として期待されています。 

後背地の土地利用転換の進行に対応できるよう交通結節機能の整備を図るとともに、業務・商業施設、

生活利便施設、文化交流施設などを高度に複合させ、都市の活力・活性化のための拠点とします。 

駅へのアクセス性の向上、歩行者の安全性と快適性の改善などの課題を解決するため、駅を基点とした

歩行者ネットワークを構築します。 

なぎさ通り沿道のにぎわいを創出する既存の商店街は、現位置での建替えを基本とし、機能更新にあた

っては、地域の顔・玄関口にふさわしい街並みの形成を図るとともに、ヒューマンスケールに配慮した歩

行者空間を創出します。 

 

＜具体的方策＞ 

＊ 自動車交通を円滑に処理するための道路の整備 

＊ 駅前広場を補完する貫通通路の検討 

＊ 交通結節機能の整備のため田町駅からのアクセスの検討 

＊ 歩行者デッキを備えたオフィスビルの整備 

＊ 民有地内に企業用シャトルバスの乗降が可能な敷地内通路等の検討 

＊ 商店街との一体的な計画・調整 

＊ 地域に不足している生活利便施設・医療施設や文化交流施設の導入検討 

＊ 鹿島橋等の架け替え検討 

 

 

 

２ 地域コミュニティ実現のための拠点形成 

３ 都市の活力・活性化に資する複合拠点の形成 

１ 環境と共生した魅力的な複合市街地を象徴する“みどり”豊かな空間の創出 

※未利用エネルギーの活用とは、海や河川水、下水処理水などの水温の温度差をエネルギーとして活用するなど、従来

利用されていなかったエネルギーを有効活用し、地域あるいは都市というエリア全体でのエネルギー利用効率を上げ

ることをめざすものです 



ゾーニングイメージと整備イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田町駅東口北地区の開発整備にあたっては、芝浦港南周

辺地区のまちづくりの基本的な考え方である「水辺や緑を

感じられる環境と共生した魅力的な複合市街地の形成」を

目指し、大規模敷地の土地利用転換にあわせ、土地利用の

整序化を図り、業務、商業、文化・交流、スポーツ・健康

増進・医療、公共サービス・防災機能等の公共公益機能を

備えた親密さと魅力ある複合市街地を創出します。 

新たな都市の拠点ゾーン 

駅至近の立地利便性をいかして、土地の合理的かつ健全

な高度利用を図り、都市の活力・活性化に資する複合拠点

を形成するとともに、後背地の土地利用転換の進行に対応

できるよう交通結節機能の整備を行います。 

地域の憩いの場となる緑とオープンスペースを核に、ス

ポーツ・健康増進・医療、公共サービス・防災機能等の公

共公益機能を配置し、地域コミュニティ活動の活性化のた

めの拠点を形成します。 

くらしの拠点ゾーン 

道路は、開発に伴い発生する交通の円滑な処理を図ると

ともに、緑豊かな街路空間を創出し、ゆとりある歩行者空

間を確保するため拡幅や整備します。駅前の交通結節機能

の整備のため、道路に接続する敷地内通路を整備します。 

道路等の整備イメージ 

公園・緑地等の整備イメージ 

緑とオープンスペースは地域の憩いの核となるよう一

体的に整備します。くらしの拠点ゾーンへのアプローチと

なる緑陰モールは日々の暮らしのための安全で快適な歩

行者空間とします。 

歩行者ネットワークの整備イメージ 

地区内の回遊性や駅へのアクセス性を高め、歩行者の利

便性・安全性の向上を図るため、地区内を貫通する通路を

整備します。 


